
校内にある様々な道しるべ（道を歩む上でのアドバイス） 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岩屋中だより 
令和５年１０月３日 ＮＯ1３ 

発行 長崎市立岩屋中学校 

文責：校長 川口 猛 

日頃何気なく目にしている掲示物で

すが、その掲示物それぞれにメッセー

ジが込められています。中には、各個人

の目標を示して意気込みをあらわした

ものもあります。私たちが生きていく

時の道しるべです。また、集団がどうあ

るべきかについても示しています。こ

こでは、ごく一部しか紹介していませ

んが、校内には、多くの『思い』があり

ます 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心のハーモニー 合唱コンクール 

金賞・銀賞おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

９月２９日に、合唱コンクールが行われました。この日のために、どの学級でも、精一杯練習を重ね、

当日を迎えました。各学級のハーモニーは、大変すばらしく、各学年の特色があらわれていたように思い

ます。１年生は、協力して練習し本番を迎えるという次の学年につながる貴重な経験になったと思います。

１年生らしいフレッシュな歌声でした。２年生は、先輩としての風格がありました。岩屋中学校を担って

いく立場にふさわしい歌でした。経験は力なりを実証したと思います。３年生は、さすが３年生と思わせ

る合唱で、感動しました。甲乙つけがたく、全学級素晴らしい歌声でした。そして、後輩に、合唱とはど

のようなものかをしっかり示した素晴らしい歌声でした。３年生の底力を感じました。 

さて、学校行事だけでなく、私たちの学校生活では、練習があって本番を迎えます。『本番で良い成績

を残せるようになること＝強くなること』 と考えると、強くなるための練習が大切になります。今回の

合唱コンクールでいえば、パート練習であったり、ブレスの確認であったり、全体練習であったり、形態

はさまざまですが、『上手になるために練習する』という『過程』がありました。特に、３年生は、その

過程の頑張りがあったからこそ、素晴らしい歌後になったと思います。 

〇上手になるために練習をする。＝本番（試合）でよい結果を残すために最も必要なこと。 

〇練習＝練習すること自体に意味があるのではなく、大切なのは、上手になろうとする練習かどうか。

〇本番でよい結果を残すことができる。＝良い練習ができた証。 

〇協力し合って練習ができる。＝支えあうことができる強いチーム 

〇強いチームで生活する → 個人が一層成長する 

 練習をいろんなことに置き換えることによって、さまざまなことに応用できると思います。学習面では

練習というのは何に当たるか、家庭での練習というのは、何にあたるかなど考えてみましょう。 

金賞 

３年 4組 

２年 1組 

１年 1組 

銀賞 

３年 2組 

２年 4組 

１年 4組 

ベストコンダクター賞 

３年 谷 和磨  さん 

２年 山下 七海 さん 

１年 深見 紗妃 さん 

３年生の金賞を受賞した３年４組は、

１０月１３日に行われる連合音楽会に本

校代表として出場します。 

※ＷＥＢに掲載する関係上、個人情報保

護のため、アップの写真を使用せず、解

像度を低くして対応しています。ご了承

ください。 

２年１組 １年１組 ３年４組 


